
学校教育目標 「失敗を恐れずに未来に向かってたくましく生き抜く子どもの育成」
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文責：校長 藤谷 寛

11月１日（土）に本校体育館において創立 150 周年記念式典が開催されました。能代市長齊
藤滋宣様ををはじめとするご来賓の方々、保護者や地域の皆様から多数ご参加いただき、盛大

に執り行うことができました。あいにくの空模様にもかかわらず足をお運びいただき、ありが

とうございました。

ご来場ありがとうございました 児童代表あいさつ「浅内小は家族」

150人を超える方々にご来場いただきました。

会場後方に設置した「思い出コーナー」からは 「縦割り班で行ったなべっこでは、下級生がお

当時を懐かしむ声も聞かれました。 いしそうに食べてくれてうれしかったです。私は

150年目の校歌斉唱「伸びゆく浅内小学校」 こんな家族のような浅内小学校が大好きです。」

心温まるあいさつでした。

これまでのご支援に感謝状を贈呈いたしました

卒業生と在校生の思いが一つに重なり、浅内

小学校の校歌が体育館に響き渡りました。150年 浅内財産区管理会、浅内地域保全隊、中浅内

の重みを感じた瞬間でした。 笑寿会の皆様、誠にありがとうございました。

ロケット団報浅 内 小 Ｈ Ｐ



梅田敏雄氏による記念講演 「ソラタリム エザルカディーム！」

能代小劇場代表の梅田さんが、当時の生活を ６年生が明治時代へタイムスリップ。すべて

回想しながら、劇の紹介をしてくださいました。はこの呪文を唱えたことから始まりました。

明治時代で祖先と遭遇？ 昭和時代で日記と出会う！

そろばんを勉強中の明治33年の浅内小学校へ。 次の訪れたのは昭和57年。母親が友だちと行

６年生は再会を約束して再び時空の旅へ。 っていた交換日記の存在を知った６年生は！

2075年も給食はカレー！ 母と娘の「小学生日記」

変わることもあれば変わらないこともある…。 過去と今とをつないだ一冊の日記。この旅で

冒険を終えた６年生が感じたこととは。 子どもたちは大切なことを学びました。

ぼくたちと共に生きてゆこう！

劇を通して改めて強く抱いた「浅内小は家族」。一緒

にいるとあたたかくてほっとする。「みんなの居場所で

あり帰ってくる場所。そんな浅内小であり続けたい」。

そう心に誓った子どもたちの歌声でした。


